
 

 
 

 
 

 

第
41
回
よ
っ
と
い
で
祭 

9
月
14
日
に
千
里
南
公
園
で
第

41
回
よ
っ
と
い
で
祭
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
公

園
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
吹
田
で
活

動
す
る
グ
ル
ー
プ
の
演
奏
や
ダ
ン
ス

は
発
表
さ
れ
る
「
な
ん
で
も
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
」
が
、
ス
テ
ー
ジ
広
場
の
周
辺

に
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
公
園
円
形
広
場

で
は
市
内
で
活
動
す
る
団
体
に
よ
る

模
擬
店
や
展
示
、
個
人
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
出
店
。
民
商
は
業
者
の
ひ
ろ

ば
と
し
て
模
擬
店
を
行
い
ま
し
た
。
は

恒
例
と
な
っ
た
綿
菓
子
体
験
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
子
ど
も
が
懸
命
に
綿
菓
子
を

つ
く
る
様
子
を
多
く
の
パ
パ
や
マ
マ

が
写
真
や
動
画
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

フ
ォ
レ
ス
ト
リ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
よ

る
自
社
製
品
販
売
と
く
じ
引
き
、
ジ
ュ

エ
ル
ネ
イ
ル
の
デ
コ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

づ
く
り
も
子
ど
も
達
に
好
評
で
し
た
。 

  

倉
敷
民
商
裁
判 

「
潮
目
が
変
わ
っ
た
」 

9
月
11
日
に
倉
敷
民
商
３
人
の

無
罪
を
勝
ち
取
る
大
阪
の
会
の
第
10

回
総
会
が
大
商
連
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
吹
田
民
商
か
ら
は
役
員
3
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
弁
護
団
事
務
局
長

の
岡
邑
祐
樹
弁
護
士
の
特
別
講
演
「
禰

屋
裁
判
の
現
状
と
今
後
の
展
望
」
が
あ

り
ま
し
た
。
検
察
は
こ
れ
ま
で
の
立
証

が
不
十
分
な
点
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、

検
察
は
当
初
15
分
し
か
予
定
し
て
い

な
か
っ
た
重
要
証
人
へ
の
尋
問
時
間

を
大
幅
に
拡
大
し
よ
う
と
し
た
が
、
弁

護
団
は
強
く
抵
抗
し
裁
判
所
は
検
察

の
申
請
を
認
め
ず
異
議
申
し
立
て
も

却
下
し
ま
し
た
。
岡
邑
さ
ん
は
こ
の
異

例
の
展
開
で
「
潮
目
が
変
わ
っ
た
」
と

評
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
膨
大
な
伝
聞

証
拠
を
追
加
し
立
証
を
試
み
ま
し
た

が
、
弁
護
団
は
検
察
の
準
備
の
遅
れ
に

対
し
て
強
い
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。
裁

判
所
は
検
察
に
意
見
書
の
提
出
期
限

を
設
け
た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
特
別

ゲ
ス
ト
と
し
て
当
事
者
の
禰
屋
町
子

さ
ん
か
ら
も
挨
拶
が
あ
り
、
支
援
を
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
件
は
民
商
運

動
や
納
税
者
の
権
利
へ
の
攻
撃
で
あ

る
と
し
て
、
国
民
救
援
会
を
は
じ
め
と

す
る
民
主
団
体
が
共
闘
し
、
多
く
の
弁

護
士
が
労
力
を
費
や
し
て
い
ま
す
。
と

も
に
要
請
は
が
き
や
署
名
を
通
じ
て

支
援
を
強
め
ま
し
ょ
う
。 

施
策
要
望
活
動
を
交
流 

第
23
回
中
小
商
工
業
全
国
交
流
研

究
集
会
が
終
了
し
ま
し
た
。
後
半
の

12
日
か
ら
14
日
の
で
は
8
つ
の
分

科
会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
13
日
に
は
「
自

治
体
行
政
と
施
策
の
活
用
」
が
開
か
れ
、

171
人
が
参
加
し
た
。
自
治
体
へ
の
施

策
提
案
や
実
現
、
活
用
の
経
験
を
共
有

し
ま
し
た
。 

助
言
者
と
し
て
日
本
自
治
体
労
働

組
合
総
連
合
中
央
執
行
委
員
の
内
田

さ
ん
が
報
告
。
自
治
体
職
員
の
視
点
か

ら
「
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に

は
商
工
業
者
と
の
信
頼
関
係
が
不
可

欠
」
と
強
調
し
、
地
域
経
済
を
循
環
さ

せ
る
共
同
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活

用
実
態
を
示
し
、
自
由
度
の
高
い
交
付

制
度
へ
の
改
善
が
必
要
と
さ
れ
ま
し

た
。
岩
手
県
県
連
婦
人
部
協
議
会
会
長

の
佐
藤
さ
ん
は
、
中
小
企
業
の
倒
産
増

加
を
背
景
に
、
賃
上
げ
を
直
接
支
援
す

る
県
の
施
策
を
紹
介
。
広
島
県
の
三
好

民
商
事
務
局
長
の
佐
久
田
さ
ん
は
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
や
物
価
高
騰
対

策
支
援
金
な
ど
自
治
体
と
の
粘
り
強

い
交
渉
の
成
果
を
報
告
。
長
崎
県
の
小

山
恵
子
事
務
局
長
は
、
営
業
動
向
調
査

を
基
に
自
治
体
へ
要
望
し
、
一
人
親
方

や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
へ
の
支
援
策
を
実

現
し
た
経
験
を
語
り
ま
し
た
。 

後
半
で
は
北
海
学
園
大
学
の
大
貝

健
二
教
授
が
「
自
治
体
と
小
規
模
事
業

者
が
地
域
経
済
の
担
い
手
と
し
て
共

同
す
る
意
義
」
を
解
説
。
各
地
の
報
告

を
踏
ま
え
、
「
実
態
調
査
を
基
に
し
た

施
策
提
案
こ
そ
持
続
的
な
地
域
づ
く

り
に
つ
な
が
る
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

伝
言
板 

9
月
の
記
帳
会 

9
月
22
日
（
月
）
14
時
00
分 

記
帳
に
必
要
な
請
求
書
や
領
収
書
、
事

業
経
費
を
支
払
っ
て
い
る
通
帳
と
、
ノ

ー
ト
と
筆
記
用
具
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

自
主
申
告
サ
ポ
ー
タ
ー
学
校 

来
春
の
確
定
申
告
に
向
け
て
開
催

さ
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
連
続
学
習
会
で

す
。
会
員
以
外
の
方
も
参
加
可
能
で
、

民
商
と
一
緒
に
視
聴
で
き
ま
す
。 

（
時
間
は
す
べ
て
19
時
～
） 

学
習
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

第
1
回 

 

10
月
1
日
（
水
） 

「
不
公
平
税
制
の
実
際
と 

自
主
計
算
パ
ン
フ
の
生
か
し
方
」 

講
師
：
全
商
連 

第
2
回 

10
月
8
日
（
水
） 

「
納
税
者
の
権
利
と 

税
務
調
査
と
徴
収
対
策
」 

講
師
：
立
命
館
大
学
・
望
月
隆
教
授 

第
3
回 

 

10
月
15
日
（
水
） 

「
自
主
記
帳
・
自
主
計
算
活
動
と 

3
・
13
統
一
行
動
の
発
展
」 

「
各
地
の
実
践
報
告
」 

第
4
回 

 

10
月
22
日
（
水
） 

「
消
費
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
対
策
の
留
意

点
と
２
０
２
５
年
の
主
な
変
更
点
」 

講
師: 

税
理
士
・
関
本
郁
子
さ
ん 

第
6
回 

 

11
月
25
日
（
火
） 

「
例
題
で
学
ぶ
確
定
申
告
書
の
仕
組

み
と
税
金
＝
所
得
税
」 

講
師: 

全
商
連
税
対
部
員 

第
7
回 

 

11
月
26
日
（
水
） 

「
例
題
で
学
ぶ
確
定
申
告
書
の
仕
組

み
と
税
金
＝
消
費
税
」 

講
師: 

全
商
連
税
対
部
員 


